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〔話題〕 麻酔科領域における静注用ニトログリセリン
千葉大学医学部麻酔学教室飯 島 一 彦
ニトログリセン(以下 TNG)が狭心症の治療薬とし
て登場して以来， 100年を経た今日でも TNG舌下錠は
狭心症に頻用されている。 TNGの薬効に関しては，古
くは冠血管拡張による冠血流の増加とされていたが，現
在では，末梢血管拡張(特に皮膚，筋肉の venodilation)
により前負荷の軽減による心仕事量の減少，心筋酸素需
要の低下が，狭心痛に対する効果であり，また急性心筋
梗塞の肺うっ血症例にも TNG投与により速やかなる肺
動脈模入圧の減少，肺うっ血の消失が報告されている。
冠血管に対しては，短時間作用の冠血流増加が認めら
れ，その機序に関しては，冠動脈の太い血管を拡張させ
冠濯流圧の減少を防ぐことによるとか，側副血行路の拡
張によるとか，前負荷の軽減に伴う心筋壁の緊張の減少
および左室末期拡張期圧の低下により左室壁を介しての
圧勾配の増大などが挙げられ，われわれもハロセン麻酔
下での心筋内血流の 1/0比(心筋外層血流/内層血流)
の増大を認めている1)。
従来， TNGは舌下錠または作用時間の延長を期待し
た軟膏が用いられ， 静脈内投与のための溶液2)は，アル
コーノレを溶媒とするためその使用はなされていなかった
が，本邦で安定した水溶液が開発され， 1980年墳から各
施設の麻酔科で研究，治験が開始されている。但し水溶
液として使用する際は， TNGが輸液セットに吸着する
ため投与速度 (2.5mIJmin以上)が問題とされる 3)0 
1969年 Christenssonが， アノレコーノレ溶液を希釈して
ヒトに静注したのが最初の報告4)であり TNG50r/min 
の投与が舌下錠0.5mgと同効果とした。その後 Fla-
herty5) (1975)が錠剤を溶液にして，心筋梗塞患者に用
い，梗塞範囲の縮小を報告した。 また麻酔科領域では 
Kaplan6) (1976)が冠動脈手術患者に術中の高血圧によ
る心梗筋塞の予防を目的として，錠剤を食塩水に溶いて
フィノレター を介し， 32rJminより投与開始し， 80r/min 
で維持し，収縮期血圧 Psの20%の減少を得ている。 
Fahmy7) (1978)は，術中出血の軽減を目的とした低血
圧麻酔に TNGを初速20r/min，維持量320r/minで静
注し， Psを75mmHgに低下させ，心電図上も何ら虚
血性変化を認めなかったとし， Chestunt (1978)B)も脳
動脈癌手術に低血圧を目的に使用している。
本邦においては， 1978年山村・らωが錠斉IJより作製した
溶液を0.5r/kg/minで投与し，麻酔中の血圧変動に対処
し，PSで6"'25%，Pnで0"'9%の血圧低下を報告し
たが，その後の臨床治験では， TNG投与下の低血圧時
にも代謝系では，乳酸， ピノレピン酸の上昇もほとんど認
められず10〉，アノレドステロン， レニン，アンギオテンシ
ンI，カテコーラミンの上昇が報告されている11)0
麻酔中の使用に関しては，循環抑制のみられる深麻酔
では， 1 "'10r/kg/minの TNG投与で Ps100mmHg 
以下の低下が得られるが， 時に25r/kg/minの投与でも
血圧下降が得られないとの報告もあり， 個体差が著し
い。浅麻酔では，血圧が下降しない症例が多く，実際に
使用した印象でも， Ps約30%の血圧低下が得られる程
度であり， TNGは低血圧用薬剤としては，使用に限界
がある反面，安心して使用できるとも言える。
しかし，術中の高血圧の発生時とか，心臓外科手術後
の心筋保護の目的で，また急性心筋梗塞の治療には10'" 
60r/minの投与で前負荷を軽減させ， 100r/minでは更
に後負荷も減少させることより，今後の臨床適応に期待
が持たれる。
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